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令 和 ２ 年 ２ 月１ 日 発 行

安
心
し
て
生
活
を

営
む
た
め
の
公
共

交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

仕
組
み
づ
く
り
の
一
つ
と

し
て
の
、
桜
川
市
内
の
巡

回
ワ
ゴ
ン
運
行
計
画
は
、

市
民
か
ら
も
期
待
さ
れ
て

お
り
、
運
行
を
待
ち
望
む

声
も
多
く
聞
か
れ
る
。
整

備
の
進
捗
状
況
と
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
運
行

ル
ー
ト
、
本
数
等
の
具
体

的
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長
　
令

和
２
年
４
月
１
日

か
ら
３
年
間
を
実
証
実
験

運
行
期
間
と
定
め
、
市
内

に
10
路
線
を
整
備
し
、
ワ

ゴ
ン
車
３
台
で
運
行
す
る

予
定
で
す
。

台
風
19
号
に
よ
る

被
害
の
中
で
も
、

農
地
被
害
に
つ
い
て
は
農

家
の
生
活
に
直
結
す
る
問

題
で
あ
り
、
復
旧
に
は
公

共
に
よ
る
援
助
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、

農
地
の
被
害
状
況
、
復
旧

に
関
す
る
桜
川
市
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
部
長
　
現
時

点
で
把
握
し
て
い

る
被
害
状
況
と
し
て
、
水

田
68
ヵ
所
、
畑
23
ヵ
所
、

水
路
58
ヵ
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。
災
害
復
旧
に
つ
い

て
は
、
１
ヵ
所
当
た
り
の

復
旧
費
が
40
万
円
以
上
の

と
こ
ろ
は
国
の
災
害
復
旧

事
業
補
助
金
を
活
用
し
、

交
通
環
境
の
整
備
・
市
内
巡
回
ワ

ゴ
ン
運
行

農
地
被
害
へ
の
対
応

飯島洋省 議員

軽部　徹 議員 菊池伸浩 議員

　

岩
瀬
地
区
６
路
線
、
岩

瀬
〜
大
和
へ
通
る
路
線
１

路
線
、
大
和
〜
真
壁
へ
通

る
路
線
２
路
線
、
真
壁
地

区
内
１
路
線
と
し
、
運
行

回
数
は
、
各
路
線
、
週
に

２
日
、
１
日
４
往
復
程
度
、

平
日
の
み
の
運
行
と
す
る

予
定
で
す
。

　

料
金
は
、
全
路
線
と
も

１
乗
車
１
０
０
円
、
未
就

学
児
は
無
料
と
し
ま
す
。

　

各
路
線
と
も
岩
瀬
、
真

壁
地
区
の
市
街
地
を
め
ぐ

り
、
買
い
物
等
日
常
生
活

の
支
援
と
し
て
の
高
齢
者
、

免
許
返
納
者
な
ど
の
利
用

を
期
待
し
た
い
。

　

現
在
、
運
行
事
業
者
委

託
を
桜
川
市
上
野
原
に
事

業
所
が
あ
る
株
式
会
社
ワ

イ
ズ
と
契
約
し
、
車
両
は

予
備
含
め
ワ
ゴ
ン
車
４
台

が
、
３
月
に
納
車
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
称
は
小
学
生
に
募
集

そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
は
、

市
の
災
害
復
旧
事
業
と
し

て
対
応
す
る
た
め
、
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
、
令
和
２
年
３
月

中
旬
ま
で
の
復
旧
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

教
員
の
労
働
環
境

に
つ
い
て

教
育
委
員
会
で
は
、

桜
川
市
内
の
小
中

学
校
で
の
教
員
間
の
い
じ

め
に
つ
い
て
調
査
し
、
把

握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

教
員
の
労
働
環
境
向
上
の

た
め
に
実
施
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
現
在

ま
で
に
、
教
員
間

で
の
い
じ
め
に
関
す
る
報

告
は
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
労
働
環
境
の
向
上

に
つ
い
て
は
、
学
校
訪
問

や
校
長
と
の
面
談
の
際
に
、

し
、
多
数
の
応
募
が
あ
り
、

１
月
に
発
表
す
る
予
定
で

す
。

　

車
両
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
も
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ｇ

Ｏ
な
ど
を
参
考
に
し
て
い

き
た
い
。

　

２
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
停

留
所
標
識
を
設
置
し
ま
す
。

こ
の
標
識
の
土
台
は
、
地

元
御
影
石
を
使
用
し
て
い

き
ま
す
。

　

実
証
実
験
運
行
期
間
中
、

利
用
状
況
を
検
証
し
な
が

ら
、
路
線
や
ダ
イ
ヤ
の
見

直
し
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
台
風
19
号
に
お
け
る
災
害

対
応

①
被
災
状
況
、 

②
被
災
へ

の
対
応
と
そ
の
流
れ
、
③

避
難
所
設
置
、
情
報
周
知

の
課
題
、
④
防
災
マ
ッ
プ

の
検
証
、
⑤
上
下
水
道
の

被
災
状
況
と
防
災
計
画

・
東
京
直
通
バ
ス
「
桜
川
・

筑
西
ラ
イ
ナ
ー
」
の
周
知

活
動
と
今
後
の
利
活
用

教
員
の
勤
務
状
況
等
に
つ

い
て
確
認
し
て
い
る
ほ
か
、

教
員
の
働
き
方
改
革
と
し

て
、
学
校
閉
庁
日
の
設
定

や
部
活
動
の
指
導
方
針
に

つ
い
て
、
徹
底
す
る
よ
う

指
導
し
て
お
り
ま
す
。

通
学
路
の
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀

地
震
で
倒
壊
の
危

険
性
の
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
、
国

が
、
学
校
や
通
学
路
で
の

安
全
確
保
の
対
応
を
進
め

て
い
る
よ
う
だ
が
、
桜
川

市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長　
通
学

路
沿
い
に
あ
る
個

人
所
有
の
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
に
つ
い
て
、
撤
去
及
び

改
修
に
補
助
金
が
交
付
さ

れ
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
桜
川
市
で
は
、
次

年
度
か
ら
、
こ
の
交
付
金

を
活
用
す
る
予
定
で
す
。

大
谷
石
等
の
石
塀
も
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、
事
業

の
活
用
を
市
民
に
広
く
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

大
和
駅
北
口
開
発

は
、
２
０
１
５
年

12
月
議
会
の
追
加
議
案
で
、

土
地
開
発
公
社
へ
の
貸
し

付
け
が
行
わ
れ
た
の
が
発

端
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の

よ
う
な
大
き
な
事
案
は
、

定
例
議
会
で
事
前
に
十
分

説
明
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
、
反
対
意
見
を
表
明
し

た
。
そ
の
後
、
さ
く
ら
が

わ
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
は

開
院
し
た
が
、
多
く
の
計

画
が
進
ん
で
い
な
い
。
市

民
の
心
配
の
声
も
あ
る
。

開
発
事
業
の
現
状
と
展
望

を
伺
う
。総

合
戦
略
部
長
　

現
在
の
整
備
状
況

は
、
先
行
買
収
し
た
約
27

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
医

療
セ
ン
タ
ー
が
2
・
4
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
歯
科
医
院
・

調
剤
薬
局
0
・
3
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
完
成
し
、
営
業

し
て
い
ま
す
。
医
療
セ
ン

タ
ー
西
側
の
医
療
福
祉

ゾ
ー
ン
0
・
8
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
う
ち
0
・
3
ヘ
ク

タ
ー
ル
は
売
却
見
込
み
で

す
。

　

住
宅
予
定
地
域
3
・
8

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
3
・

3
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、
業
務

代
行
方
式
に
よ
り
、（
株
）

に
の
み
や
工
務
店
を
軸
と

し
た
合
同
会
社
（
仮
称
・

さ
く
ら
土
地
開
発
合
同
会

社
）
を
候
補
と
し
、
契
約

締
結
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

市
が
整
備
す
る
公
園
、

調
整
池
、
道
路
用
地
な

ど
7
・
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、

工
事
発
注
し
ま
す
。
国
道

50
号
と
市
道
幹
線
（
東
西

方
向
の
道
）
と
の
交
差
点

の
信
号
機
の
設
置
は
令
和

２
年
7
月
ご
ろ
で
す
。

　

商
業
施
設
の
誘
致
は
、

当
初
予
定
の
キ
ー
テ
ナ
ン

ト
（
上
場
企
業
）
が
出
店

辞
退
し
、
ま
た
、
開
発
予

定
者
の
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム

も
、
あ
ら
た
な
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を

念
頭
に
調
整
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
展
望
は
、
現
在

計
画
さ
れ
て
い
る
道
路
や

公
園
等
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い

て
は
、
基
幹
部
分
は
令
和

2
年
度
で
お
お
む
ね
完
了

す
る
見
込
み
で
す
。
宅
地

開
発
等
は
、
時
間
は
か
か

り
ま
す
が
、
全
体
開
発
の

完
成
を
目
指
し
、
鋭
意
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

桜川・筑西IC周辺地区
開発事業の現状と展望

７人の議員が一般質問を行いました

武井久司 議員

災
害
通
信
施
設
の

整
備
状
況
。

総
務
部
長　
情
報

は
防
災
無
線
、

メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
発
信
し
て
い
ま
す
が
、

土
砂
災
害
特
別
区
域
や
難

聴
区
域
は
、
戸
別
受
信
機

を
設
置
し
対
応
し
て
い
ま

す
。
戸
別
受
信
機
は
、
高

額
の
整
備
費
用
が
要
す
る

の
で
、
防
災
ア
プ
リ
の
導

入
を
進
め
て
い
ま
す
。
高

齢
者
世
帯
や
防
災
情
報
が

届
き
に
く
い
場
所
は
、
情

報
通
信
手
段
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

風
水
害
に
強
い
地

盤
づ
く
り
。

建
設
部
長
　
桜
川

河
川
緊
急
改
修
事

業
は
、
低
水
路
掘
削
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
や

県
に
、
土
砂
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

、
竹
伐

採
等
の
早
期
の
整
備
促
進

を
要
望
し
ま
す
。
ま
た
、

「
浸
水
想
定
区
域
図
」
が

な
く
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
も
作
成
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。「
国
土
強
靭

化
計
画
」
の
作
成
を
令
和

２
年
３
月
ま
で
に
目
指
し

ま
す
。

災
害
時
の
飲
料

水
・
生
活
用
水
の

確
保
に
つ
い
て
。

総
務
部
長　
他
の

自
治
体
や
事
業

者
・
団
体
と
災
害
応
援
協

定
、
救
援
物
資
供
給
協
定
、

井
戸
水
の
供
給
協
定
を
締

結
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

生
活
必
需
品
は
、
避
難
所

に
な
っ
て
い
る
小
中
学
校

の
体
育
館
、
福
祉
施
設
の

避
難
所
に
配
布
し
て
い
ま

す
。

自
転
車
の
活
用
推

進
に
つ
い
て

自
転
車
の
交
通
事

故
の
発
生
状
況
、

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
の

加
入
状
況
、
道
路
環
境
の

整
備
状
況
を
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長
　

交
差
点
で
の
事
故

が
多
く
５
年
間
で
２
４
０

件
発
生
、
割
合
は
９
・
２
％

で
薄
暮
時
に
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

教
育
部
長
　
保
険

へ
の
加
入
は
、
利

用
者
全
体
の
66
・
１
％
で

す
。
保
険
の
費
用
の
補
助

は
、
県
内
で
１
団
体
が
負

担
し
て
い
ま
す
。
県
条
例

が
改
正
さ
れ
、
自
転
車
の

安
全
な
利
用
の
推
進
、
保

険
へ
の
加
入
の
促
進
を
進

め
る
と
と
も
に
、
費
用
の

補
助
に
つ
い
て
も
、
今
後
、

検
討
し
ま
す
。

建
設
部
長
　
自
転

車
道
の
環
境
整
備

は「
自
転
車
活
用
推
進
法
」

が
施
行
さ
れ
、
将
来
的
に

自
転
車
の
通
行
環
境
を
総

合
的
に
整
備
し
ま
す
。

風水害
対策に
ついて


